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For the description of thick holography, coupled-wave equations derived by Kogelnik have been 
used, although it violated the energy conservation law in some cases. We modified the equations so 
as to meet the energy conservation law, and derived their solutions for more successful analysis for 
photorefractive effects in polymers. 
 
フォトリフラクティブ効果の光学応答に関する解析は、一般に Kogelnik によって確立さ






の等しい参照波（波数ベクトル ）と回折波 （波数ベクトル ）が伝搬すると考える。
両者をそれぞれ平面波と仮定し、振幅 R, S は、媒質界面の垂直方向 z にのみ依存するとす
れば、その伝搬は一般的に次の 1 階の方程式で近似される。 
 
SecRcR i xk  1211  
RecScS i xk 2122  
 
ここで、微分は z に関するものである。c11, c22 は実数であり、吸収による減衰を表す。また、
運動量不整合は k =  –  – K で決められる。結合の係数である c12, c21を一般に複素数と
すれば、屈折率および吸収係数の格子、さらにフォトリフラクティブ効果で一般的なその
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